
10広報にっこう

市民意識アンケート調査の結果を報告します
　市民の皆さんが市政についてどのように考えているのかを知るため、無作為に5,000名を抽出し、市民意識
アンケート調査を実施しました。ここでは、全調査項目のうち、特に関心が高いと思われる項目についてお知
らせします。なお、詳しい調査結果は市ホームページを参照ください。

調
査
の
概
要

　
対
象
…
市
内
在
住
の
満
18
歳
以
上

　
方
法
…
郵
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
に
よ
る
記
入
調
査

　
期
間
…
６
月
下
旬
〜
７
月
下
旬

　
配
布
数
…
男
女
各
２
、５
０
０
名

　
回
収
数
…
１
、６
１
０
件
（
男
性

　
　
６
７
７
名
、
女
性
９
０
１
名
、

　
　
性
別
無
回
答
32
件
）

　
回
収
率
…
32
・
２
％

満
足
度
調
査
の
結
果

　
自
然
環
境
や
生
活
基
盤
な
ど
、
各

分
野
に
わ
た
る
28
項
目
の
中
か

ら
、
満
足
度
を
５
段
階
で
評
価
し

て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
を
数
値
化

し
ま
し
た（
表
１
参
照
）。

　
数
値
は
、「
満
足
10
点
」「
や
や

満
足
５
点
」「
普
通
０
点
」「
や
や

不
満
-５
点
」「
不
満
-10
点
」
の
合

計
を
全
回
答
者
数
で
割
っ
た
値
で

す（
上
段
は
今
回
の
調
査
結
果
、

下
段
は
前
回
行
わ
れ
た
平
成
29
年

度
の
調
査
結
果
）。

　

満
足
度
は
、「
自
然
環
境
の
豊

か
さ
と
保
全
」「
史
跡
・
文
化
財
・

伝
統
芸
能
の
保
全
」「
ご
み
の
収

集
・
処
理
」
が
高
い
評
価
と
な
っ

た
一
方
で
、「
鉄
道
・
路
線
バ
ス
な

ど
交
通
機
関
の
便
利
さ
」「
雇
用

対
策
の
充
実
」「
商
工
の
振
興
」
の

評
価
が
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

長
期
財
政
の
収
支
見
通
し
調
査
の

結
果

　
平
成
30
年
度
に
、
市
は
２
０
３

０
年
度
ま
で
の
12
年
間
の
収
入
と

支
出
の
見
込
み
を
推
計
し
、
８
年

後
に
赤
字
に
な
る
こ
と
を
公
表
し

ま
し
た
。
こ
の
長
期
財
政
の
収

支
見
通
し
の
認
知
度
の
調
査
で

は
、
①
「
内
容
を
含
め
て
知
っ
て

い
る（
９
・
０
％
）」
と
②
「
く
わ

し
く
知
ら
な
い
が
、
10
年
以
内
に

赤
字
に
陥
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と

は
知
っ
て
い
る（
48
・
１
％
）」
の

合
計
が
半
数
以
上
を
占
め
ま
し
た

（
表
２
参
照
）。
年
代
別
で
は
、
40

代
以
上
の
世
代
が
①
②
の
合
計
で

５
割
を
超
え
る
中
、
若
い
世
代
ほ

ど
認
知
度
が
低
く
、
20
代
以
下
は

約
３
割
で
し
た
。

自然環境の豊かさと保全

史跡・文化財・伝統芸能の保全

ごみの収集・処理

ごみ減量化・分別の取り組み

観光の振興

騒音・振動・悪臭等の環境対策

地域の行事・近所づきあい

下水・排水の処理

学校教育の充実

行政情報や催し物等の情報提供

自治会活動やコミュニティ活動への支援

国内外との交流（姉妹都市・友好都市）

防犯・交通安全対策

防災対策（火災や災害からの安全性など）

公園・緑地・広場の整備

子育て環境や施設の整備

福祉サービスや施設の整備

生涯学習・文化活動や施設の整備

日常の買い物の便利さ

女性の社会参画

保健・医療サービスや施設の整備

市街地の街並み整備

農林水産業の振興

道路の整備

スポーツ活動や施設の整備

商業の振興

雇用対策の充実

鉄道・路線バスなど交通機関の便利さ

不満　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　満足
▪▪

▪

③「全く知らない」（39.5％）

④「その他」（0.1％）
⑤「無回答」（3.2％）

②（48.1％）

①（9.0％）

表２　長期財政の収支見通しの認知度

表１　満足度について 令和元年度
平成29年度

０

2.52.53点

2.26点

3.24点

-3.03点

-2.37点-2.37点

-1.60点

くわしくは　秘書広報課　広報広聴係　☎21-5135

令

和元年度



　消防団員は特別職の非常勤公務員で、さまざまな仕事をしている人たちで構成されています。市内では、
今市・日光・藤原・足尾・栗山の５つの消防団が、各地域を災害から守るために活動しています。しかし、
消防団員が全国的に不足しています。また、地域によっては団員の高齢化が進んでおり、団員の確保が急務
となっています。大切な人や自分の住んでいる地域を災害から守るため、皆さんの力が必要です。

消防団員 女性団員 支援団員

入団資格 市内在住または勤務する18歳以上で心身ともに健康な方

消防団 OB または消防職員としての経験
を有する方で、心身ともに健康な方。
所属する分団部の管轄区域内に居住し、
直ちに出動できること

主な活動

火災時の消火活動、火災
予防運動、地震や風水害
などの予防・警戒活動、
通常点検や各種訓練など

防火パレードでの広報や救急救
命講習の指導、また、イベント
などでの来場者への対応など
災害時には、住民の救護活動や
避難誘導・情報収集、現場での
広報および警戒活動

火災時の消火活動、自然災害を含む大規
模災害発生時の地域住民の避難誘導など

報酬

年53,000円（新入団員）と、火災・風水害・その他の災害
の防御、救援等に従事した場合（１回につき3,000円）、火
災・風水害・その他の災害の予防、警戒、訓練等に従事し
た場合（１回につき2,000円）が支給されます。
また、一定期間以上勤務して退団した場合、退職報償金が
支給されます

年10,000円と火災・風水害・その他の災
害の防御、救援等に従事した場合（１回に
つき3,000円）、火災・風水害・その他の
災害の予防、警戒、訓練等に従事した場
合（１回につき2,000円）が支給されます。
また、一定期間以上勤務して退団した場
合、退職報償金が支給されます

公務災害補償制度 災害や訓練中に負傷した場合の補償制度が設けられています

消防団員消防団員・・支援団員支援団員を募集していますを募集しています

くわしくは

市
の
将
来
に
重
要
と
思
う
視
点
の
結
果

　
将
来
、
日
光
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
重

要
と
思
う
視
点
を
①
健
全
な
行
政
経
営

を
確
立
す
る
行
政
改
革
の
視
点　
②
ふ

る
さ
と
日
光
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
む

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点　
③

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
拠
点
を
結
ぶ

ま
ち
づ
く
り
の
視
点　
④
市
民
と
行
政

が
共
に
歩
む
協
働
の
視
点　
⑤
世
界
に

飛は
ば
た
く翔
く
国
際
化
の
視
点　
⑥
女
性
が
輝

き
活
躍
す
る
社
会
づ
く
り
の
視
点
の
６

つ
の
中
か
ら
選
択
す
る
質
問
で
は
、
①

行
政
改
革
の
視
点
が
６
割
を
超
え
る
高

い
割
合
と
な
り
ま
し
た（
表
３
参
照
）。

　

②シティプロモーションの視点（37.0％）

④市民と行政が共に歩む協働の視点（25.4％）

▪

③地域の特性を生かしたまちづくりの視点（31.8％）

⑤国際化の視点（20.4％）

⑥女性が活躍する社会づくりの視点（16.6％）

①行政改革の視点（66.4％）

表３　10年後の市の将来に特に重要と思う視点について

０

今市消防団
今市消防署庶務係　
　　☎21-0539

日光消防団・足尾消防団
日光消防署庶務係　
　　☎54-0050

藤原消防団・栗山消防団
藤原消防署庶務係　
　　☎25-6002
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